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結び
今EL美術館内部のための情報管理と、外部の一・般利川者のための情報
管理とは、境界が曖昧になりつつある．コレクション管理のために蓄積した
情報を一・般利川者に向けてインターネットに開放することはいまや難しいこと
ではなくなった，しかしたとえインターネットというバーチャルな空間に対時し
ようとも、美術館は作品という実体のあるものを収蔵する現実の空間である
ことに変わりはない，美術館にとって重要なことは、作品鑑賞の場を提供す
ることであって、その鑑賞体験をデジタル画像で代川させることではない、
その意味で常設展の情報は、鑑賞の行動を起こすように働きかけるものであ
り、k術館の情報戦略として有意義なものであると考える。
　本稿では、常設展の情報公開を中心に、当館のデータベース化プロジェ
クトについて概要を示した。従来からニーズの高い常設展の情報サービス
をめぐって、情報技術によって手順を効率化し、また提供する内容も実りあ
るものへと僅かでも進化させることができたのではと考える．そしてその舞台
裏にあるのは、コレクション・マネジメントという、美術館にとっては普遍的とい
える業務であるt，時代を先取りするコンテンツ・サービスに挑むだけではなく、
既存の実績ある良質なサービスを洗練させていくこともまた、アート・ドキュメ
ンテーション研究の一’つのあり方ではないだろうか。本稿に記した旧システ
ムから新システムへのデータ移行作業の実際など、参考にしていただける
館があれば幸いである。
エ拙稿、「国、Z西洋美術館におけるコレクション・マネジメント・システムの構築」、1アート・ドキュ
メンテーション研究」、no．14、2007、　pp．47－J「5・，
・2Hubertus　Kohle，　Katja　Kwastek．　Compttter，　Kunst　ernd　Kunstgeschicltte．　K61n，　Deubner
Verlag　ftir　Kunst，　Theorie　und　Praxis，2003，　p．28．
．3機関の枠組みを越えたサービスの事例として、文化庁が2004年に立ち上げた文化遺産オン
ライン、試験公開版がある．http；〃bunka．nii，ac，jp　以ド、　URLの表示は2008年3月4日現在、
アクセスしたものである
：4海外では、例えばナショナル・ギャラリー（ワシントン1σ）ウユ．ブサイトで常設展示の情報が公開
されており、大いに示唆に富むものとなっている、http：／／www．nga．gov／
．51ntemational　Guidelines　for　Museum　Object　Information：The　CIDOC　Information
Categories．　http：／／www．willpowerinfo．nlyby．co．uk／cidoc／guide／：ICOM　CIDOC編、鯨井秀
伸編訳、『文化遺産情報のData　ModelとCRMj、東京、勉誠出版、2003、　pp．41－43．
：fi　SPECTRUMについては、ド記のMDAサイトを参照のこと、
http；／／www．mda．org．uk／index．htm
：7‘Rebecca　A．　Buck　and　Jean　AUman　Gilmore，7’he　new　museum　w♂sτγατfoηmethods．
Washington、　DC，　Anierican　Association　of　Museums，1998；日本博：物館協会編、『資料取り扱
いの手引き』、東京、日本博物館協会、2004、p．12－13，
．s　Elizabeth　Orna　and　Charles　Pettitt，　Information　lnanagement　ill〃lusebllJls．2nd　ed．
Aldershot，　Hants，　Englalld；Broolnfield．　Vt，　Gower，1998，　pp．43－45：E．　Orna＆Ch．　Pettitt編、
安澤秀・’監修、水島英治編訳、『博物館情報学人1，『』、東京、勉誠出版、2003年、pp．4942．
9　Stuart　A　Holm．　Facts　and　aγtefacts：Hotv　to　document　a，nltseuTn　cotleetion．2nd　ed．
Cambridge，　mda，199．　8，　p．25；S．　Aホルム、田窪直規監訳、［’｝s，V物館ドキュメンテーション人門」、
東Jr；（、　肇切」’1文；巳：f是、　1997、　p．80
：10：日本写真印IIII」による美術館向けパッケージ・ソフトウェア
：11：「独立行政法人laj　iZ）；（・術館所蔵作品総合目録検索システム」は東京国lltl近代庭術館、京
都国立近代た術館、国立西洋美術館、国立国際美術館の共1司日録である（美術作品の収集を
行わない国、±新美術館は除く）ウェブサイトは次の通り　http：〃search．artmuseuing．．go．jp／
下記文献も参照のこと　水谷長志、川口雅」二、「独立行政法人国立美術負∬所蔵作品総合目録
検索システムの公開について」、『アート・ドキュメンテーション通信」、67号、2005年10月、pp．8－
9．
．12．当館では1990年代半ばに最初の本格的な美術情報システムを構築し、コンピューターによ
るデータ管理を試みているが、やがてこれに替えて、市販のデータベース・ソフトウェアで使い
勝手の良いデータベースを作成し、個別に運用することとなっていた
：1：S． 波多野宏之、「デジタルギャラリー：超高精細画像検索表示システム（情報資料・に関わる活
動報告｝」、1国立西洋美術館年幸li］、　no．33、2000、　pp．34－39、なおデジタルギャラリーは2006
年8月にfifjlを終了した／：
14CMYKモードよりも広い色域を持つRGBモードのデータをマスターとして蓄積するのは、印
刷やコンピューター・ディスプレイなどのさまざまな出力デバイスに備えるためである
「15． II国itl西洋美術負官名作選」、東京、国、Z西洋美術館、2006、1998年4月の初版以来、1998
年6月、2004年、2006年に増刷されており、その過程で若干の作品の異動がある　作品解説を
網羅的に収集するには、全ての版を参照する必要がある
16新館2階版画素よ苗展示室で行う当館所蔵の版画・素描の展示では、会場で棒目録を配布す
る　例えば2005年3Jiから5月にかけて開催した「マックス・クリンガー版画展1ζイヴと未来バある
生涯㍑ある愛）」では、棒目録に各場面の解説が掲載された．
17当館がこれまでP」行してきた総目録は次の通りである，〔’国立西洋美術館総1」録．1i、東京、
国i’ξ西洋美術館、1961二〔国立西洋美術館総n録絵匝li編』、東京、国．、）：西洋美術館、19791
1’国立西洋美術館新↓1又蔵絵画ll録HI不［154年一平成元年］、東京、国立西洋美術館、1990：p1国
・1乙西洋美術館所蔵作【ll1カタログ絵画・彫刻．］、東京、　II］、ヒll耳洋美術館、1997：1国、Z西洋美術
館所蔵品カタログ：絵画・彫刻・工芸」、東京、国立西洋美術館、2003L以上、名作選などは除く）
：国立西洋美術館年報］は1967年にF［mを開始し、2007年3月に通算第40号を発行した4これ
ら’1i館1：｜1行物のうち、来歴、展覧会歴、文献歴については総日録の1979年版、1990年版と作
品受人年度の『年報』に記載がある
r8前年度に続いて、2007年度にも科学研究費研究成果公開促進費を受けることができたt／デ
ータ登録作業のまとめ役を務めてくれた足立純子氏、作業に従事した研究補助員各氏にお礼
を申しあげる　2006（’F成18）年度石∬究補助員：足、籏屯子、袴田紘代、安永麻｜且絵；2007〔平成
19）年度研究補助員：il記3名および比戸奈津子、小熊佐智子、井深優子（敬称略）
15
t19i「科学技術情報流通技術基準」（SIST：Standards　for　Information　of　Science　and
Technology）．／．次のウェブサイトを参照のこと。　http：〃sig．　t－jst．jp／
：20、当館の収蔵作品ファイルは、キュレーターの役割を担う研究員（学芸課絵画・彫刻室、版
画・素描室など）とライプラリアンの役割を担う研究員（学芸課情報資料室）との協業体制で維持
されており、両部門で記事の切り抜きやコピー、仕分け・収納、ファイルの維持・管理などの作業
を分担・協力して行っている。
垣．例えば美術館情報学の研究者ポール・マーティはイリノイ大学スパーロック博物館の事例を
報告している，Paul　F．　Marty、　Museum　informatics：Sociotechnical　information　infrastruc－
tures　in　museums．　Bultetin　Of　the　American　Society　for　Infonnation　Science．　vol，26，　no．3，
Feb／Mar　2000．　http：／／www．asis．org／Bulletin／Mar－OO／marty．htm1
こ221AIIison　Silft‘e　Guedalia　Kupietzky．　Su　biect∠4ccess　to　a　Multilingμat　Musezam　1）atabase．
Westport．　Conneticut，　Libraries　unlimited，2007，　p．37；Paul　F．　Marty．‘‘lnformation　organiza－
tion　and　access”．　Museum　informatics，　New　York，　Routledge．　2008，　p．80．
⑳当館ウェブサイトのプルダウンメニュー「所蔵作品」より「常設展」および「所蔵作品検索」、
http；／／www．nmwa．go．jp
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Developing　an　online　database　of　works　on　display　at　the　National
Museum　of　Western　Art，　Tokyo
［Abstract】
Masako　Kawaguchi
Since　2004，　the　NMWA　has　been　developing　a　database　for　collection　man．
agement．　This　article　focuses　on　how　the　museum　has　made　information
about　the　museum’s　pemlanellt　collection　available　on　the　Internet，　and
reports　on　the　museum’s　datahase　project　overall．
　　　　The　database　project　aims　to　provide　support　for　the　collection　manage－
ment　process（fbr　example，　acquisition，　location　movement　control　and　cata－
loguing）through　Information　and　Communication　Technology（IC’1）．
Further，　the　incltlsive　collection　ofinfdrmation　on　each　work　in　this　database，
such　as　provenance，　bibliography、　and　exhibition　history，　will　be　available　to
museum　researchers　and　professionals，　thus　contributing　to　advances　in　art
historical　study．　Records　man　agement　has　been　carried　out　ln　the　areas　of
registration　and　documentation　since　the　introduction　of　computers　into　the
museum　organization．　The　fUndamental　concept　of　the　current　transfer　to　the
digital　domain　is　to　advance　record　management　so　that　it　becomeg．　suitable
for　an　infbrmation－based　society．
　　　　In　addition　to　enhancing　information　management　by　museum　profes－
sionals　mentioned　above，　the　database　prqject　will　also　make　museum　infOr－
mation　resources　available　to　the　general　public　over　the　lntemet．　The　data－
base　is　searchable　by　artist，　title　and　accesg．　ion　number，　and　it　is　noteworthy
that　the　Clatabase　provides　information　on　which　individual　works　are　cur－
rently　on　display　in　the　Inuseum．
　　　　The　project　began　in　2004　with　a　survey　of　all　the　databases　in　each　of
the　museum’s　departments．　Whne　the　NMWA　collection　totals　approximateIy
4，5000bjects，　a　survey　of　the　scattered　clatabases　and　numbers　of　art　work
records　indicated　that　there　was　no　consensus　on　the　actual　number　ofworks
in　the　collection．　In　spite　of　that　state　of　affairs，　all　data　was　transferred　from
the　old　systelns　to　the　new　systems，　and　by　August　2006，　the　pr（）ject’s　basic
goal　ofminimum　information　on　all　works　in　an　integrated　format　was
attained．　The　next　step　in　the　project　coIIsists　of　documenthng　detailed　infor－
mation　about　each　artwork，　such　as　interpretative　data　on　each　object　and
artist，　along　with　provenance，　exhibition　history，　and　bibliography　for　each
work．　In　tandem　with　integrating　the　inf（）rmation　from　all　the　databases，　a
new　collections　management　system　was　developed　and　introduced　in　2005．
　　　　In　2007，　the　NMWA　used　the　new　data　management　system　as　the　basis
for　making　information　on　works　in　the　Permanent　Collection　Galleries　avail－
able　to　the　public　via　the　Internet．　Up　until　that　point　staff　members　manually
provided　information　on　what　was　on　display　in　the　Permanent　Collection
Galleries．　The　Internet　provision　of　this　infommation　greatly　lightens　the　bur－
den　of　work　on　staff　members　in　this　regard．　Further，　the　new　system　allows
the　lnternet　provision　of　detailed　information　on　works，　and　images　of　them，
which　it　had　not　been　possible　to　provide　in　earlier　systenls．
　　　　　One　of　the　important　functions　of　an　art　museum　is　to　provide　a　place　for
visitorg．　to　view　and　appreciate　art　works．　First　hand　experience　of　art　works
cannot　be　replaced　by　digital　imagery．　The　fU11　proVision　of　information　on
workg．　on　display　in　the　Perrrianent　Exhibition　Galleries　is　an　effective　art
museum　inforrnation　strategy　that　can　enc皿rage　visitors　to　come　to　the
museum．
